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シュティフターの「水品」の sanftについて

鈴木 三室
にこ， 平

Von “sanft" des Stifters ~Bergkrystal1::?> 
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「水品」とその最初に発表された形である「クリスマスの前夜」の両者における， sanftという語の用い

られ方を検討し， I水品Jl乙記された「おだやかな法則」のあり方を見る.

序

「水品 (Bergkrystall)Jの巌初の形である「クリスマ

スの前伐 (Derheilige Abend) J (l)の書かれた動機に

ついて，地理学者フリードリヒーシモニーは次のように

心している. 1845年，シュティフターは，シモニーの描

いた氷河の洞窟の絵を見ていたが突然こう亘った. Iし、

まj以いつきました.私はこの青い氷のドームのなかに昨

日逢った子供のつれを置いてみましょう.蓄のようなそ

の可憐さと，壮麗でものすとし死のよもうに冷たいこの

出場所とは，なんという対照になることでしょう。J(2) 

雪の山中をさまよい，氷河の洞窟の中で一夜を明かす 2

人の子供たち，兄と妹の可憐さとけなげさの物語は，こ

うしてうまれ，その年1845年の12月に雑誌「現代」に発

ぶされた.

シュティフターは，この「クリスマスの前夜」にも，

他の作品の場合と同様，改良の筆を加えてやまない.既

lこ翌1846年 3月17日付，友人であり出版者であるグスタ

フ・へッケンアスト宛の手紙の中で，彼は次のように記

している. I rクリスマスの前夜』の原稿がいつ必要で

あるかについてもお手紙をください. とよまいますのは，

あなたのなさろうとされる目的のために，私は原稿にさ

らに手を加えようと思っているからです.驚かないでく

ださい.このことでお仕事をはばまれることはありませ

λ. しかしこの物語はもっと美しく，はるかに美しく，

もっと簡単にそしてもっと高貴にならなければなりませ

ん. (schoner， viel sch凸ner，einfacher und edler 

mus die Sach巴 werden)J (3) 

1853年，知編集「干!さまざま (BunteSteine) Jが出

版された.この1[1に， Iクリスマスの前夜」は，表題も

「水品」と改められておさめられた. I石さまざま」を

発表したシュティフターの態度は，その序文に明かに表

明されている.彼は言う， Iわれわれは人類のみちびき

となるおだやかな法則をみつけることにつとめたい。J(4) 

「クリスマスの前夜」が，改良の手を加えられて「水

品」となり， I石さまざま」におさめられる経過を以上

のように見て来た，この経過から見て， I水晶」は，お

だやかな法則をみつけることをねがうシュティフターの

態度を， Iクリスマスの前夜」よりももっと明確に表わ

していると考えられる.今この小論で，私は「水晶」を

「クリスマスの前夜」と比較対照し， sanftという語を

取り上げて，両者におけるこの語の用いられ方を見，

「水品」におけるシュティフターのおだやかな法則の世

界について考えたいと思う.

比較対照

I.まず sanftという語が， Iクリスマスの前夜」に

は用いられており I水晶」では用いられなくなった箇

所から見て行く乙とにする.

dort senkt er (der Weg筆者註)sich und 

lauft nicht mehr gewunden， sondern， weil der 

nordlich巴 Abhang viel sanfter ist als der 

sUdliche， i n巴inereinzigen fast geraden， wenn 

auch viel langeren Linie fort， bis er das 

Gschaider Tal erreicht.(5l 

この箇所のあたりは， I水晶」は「クリスマスの前

夜」よりも文章が少なく「もっと簡単に」なっている.

後者では語数が 225a百ほどであるのに対し，前者は 145

jiUほどに短縮されている.それは大巾に書き改められた
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と言ってよい. 1)11乙sanft1語が用いられなくなったと

いうだけのことではない. 1クリスマスの前夜」のこの

箇所と 11fi旬の対応する箇所を「水，mJIと見つけることが

できない程である.そして「北側の傾斜は尚側の傾斜よ

りもずっとゆるやかである」という表現ないしそれに類

した記述も見られない.

次lζ 「クリスマスの前夜」の

Statt einer Wolbung， die der Wall von unt巴n

gesehen versprach. das sie sanft hinubergehen 

und dann den eb巴nen abwarts fuhrenden 

Schnee z巴igenwurde， stiegen aus dem Korper 

des Walles neue Wande von Eis empor""(6) 

という fr'7i所は「水「い」では次の通りである.

Statt ein Wall zu sein， uber den man 

hinuber gehen konnte und der dann wieder 

von Schne巴 abgelost wurde， wie sie sich 

unten dachten， stiegen aus der Wolbung neue 

Wande von Eis empor，・・.(7) 

最後に「クリスマスの!日俊」の

Es war mittlerweile zehn Uhr geworden， und 

da man ub己r eine sonnige Flache Schnees 

sanft abwarts ging， tonte das Glりckleinder 

Gschaider Kirche， die Wandlung des heiligen 

Hochamtes verkundend. (8) 

という箇所は「水品」では次の通りである.

Als man uber diese Wiese ging， t凸nt巴 hell

und deutlich das Gl凸cklein der Gschaider 

Kirche herauf， die Wandlung des heiligen 

Hochamtes verkundend.(g) 

以上， 1クリスマスの前夜」には用いられていて， 1水

晶」には用いられなくなった sanftは， 3筒所とも傾斜

など地形的な状態に関係して「ゆるやかな」というほど

の意味で用いられていると考えられよう.

II.次lこ「クリスマスの前夜」と「水，'，，'rJのIrldhとも

にsanftという語の用いられている箇所について見る.

まず「クリスマスの前夜」の

Ab己raus dem sanften Drucken gege口 seine

Seite heruber merkte er bald， das sie neu巴r-

dings entschlummert， und gegen ihn gesunken 

se1.(10) 

という箇所は「水品」では次の通りである.

Nach ein巴r Zeit empfand der Knabe ein 

sanftes Drucken gegen seinen Arm， das immer 

schwerer wurde. Sanna war eingeschlafen 

und war gegen ihn herubergesunken.(l]) 

次に「クリスマスの凶夜Jの

. .es flos schimmerig durch die benachbarte 

Gegend， es spruhte leise und ging im sanften 

Zucken durch lange R包ume，"'(l2)

という筒所は「水品」では次の通りである.

Es flos h巴lledurch die benachbart巴nHimmels(( 

gegenden， es spruhte leise und ging in 

sanftem Zucken durch lenge Raume.rl1l 

sanftというI3Uが， 1クリスマスの前夜」と I/J<，¥，'rJ

の両}51乙同じくJlH、られているのはこの 2何川て、ある.

第 1の箇所は，手塚山総I沢「水/，，'rJI乙は次のように!沢ぶ

れている圃 「しばらくすると，少年は 1'1分の腕にやわら

かくもたれてくるものを感じた. それが次tr~，こ市くな

る.ザンナは寝入ったのだ.そして彼のJJに倒れかかっ

てくるのである。J(l4)

「やわらかくもたれてくるものを感じた」というとき，

sanft は触れるときに感じる!'c1~覚に附して!日し、ている.

8'j 2の箇所の insanftem Zuckenは 11りかにきらめ主

ながら」と 1沢されている. (15)乙の場1"isanftは礼o'1'1ょにl刻

して川いられていると日えよう.

グリムのドイツJljIi'fDI~では， sanftの心l刷 IJ1.よのJ泊りj

はまず感覚l乙関するものから始められ， f~~'は，聴'1'J:， f~~ 

j之，脱党及びi味党の!仰と述べられている.そして一般化

された意味用法がこれに続き，おだやかな，ゆるやかな

十字のJlJ例が挙げられている.

m. L長後l乙， sanftという itJIが， 1クリスマスのIlij(主J

にはなくて， 1て|て:，'，，'，Jにおいて新たにiIJl、られている的

所を見る.

まず

Der Sommer aber nimmt denselben (Schnce 

下D'/Uimmer weg， und die Felsen glanzen 

freundlich im Sonnenscheine， und die tiefer 

E巴legenenτNald巴rzeigen ihr sanftes Grun von 

breiten blauen Schatten durchschnitten， di巴

so schon sind， das man sich in s巴ln巴日1Leben 

nicht satt daran sehen kann.(IGJ 

1 JJ氷1<てむυlJ川l
ではなくて s配ch副ill巴訂rndのi1rlI同均が〉川いられていfたこ.

・ sogeht er (Schnee乍行iU doch im Sommer 

wieder hin weg， die Felsen glanzen freundlich 

im Sonnenschein und die tiefer gelegenen 

Walder zeigen ihr schillerndes Grun od巴rdie 

breiten， tief巴n，blau巴nSchatt巴n，die so schon 

sind.<l7J 

1/11すそにひろがるがは，やわらかな総を見せる」、18J

というとき sanftは色彩について，すなわち制氾lこI9:J

係して川いられている.

次l乙，

Endlich nach langer Zeit hort巴n sie ein 

Glocklein， das sanft und fein zu ihnen herauf-

kam und das erste Zeichen war， das ihnen 
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die niederen Gegenden wieder zusandten. Cl9) 

そしてこの少しあとに

Da sie nach einer Weile uber eine sanfte 

schiefe Flache abgingen， erblickten sie die 

Siederalphutte.(20) 

という文がある.

「水品」の ζ の i~û文の箇所はかなり書き改められ且つ

れ数もふえていて， rクリスマスの前夜」と逐語的に比

較対照させることができない. r水品」において新たに

占かれたものであると言えよう.さて第 1の文で鐙の音

が「ゆるやかに，かすかに下からひびいてきてJ(21)と

いうとき，乙の sanftは聴覚に関して用いられている.

乙れに対して，上の第2の文で「ゆるやかな斜面をおり

て行くとJ(22)というとき，その sanftは地形的な状態

について述べるのに用いられており，直接五感に関係し

て用いられているのではない.

「クリスマスの前夜」にはなくて「水品」にだけ用い

られている sanftの箇所はもう 1例 (2筒所)ある.そ

れは「クリスマスの前夜」にはなく「水晶」において新

たに書き加えられた場面である.

その第1は次の通りである.乙れは雪の山中をさまよ

い，下りる道を探し求めていた 2人の子供たちが，どう

しても下りる道を見つけることができず，反対にとうと

う山の上へ来てしまったとき，兄コンラートが妹ザンナ

lζtJ う~.葉である.

“Wir sind jetz抗tbis z叩ud白emE目is犯egekomme叩zn1J

sagt句eder Knabe丸，“wirsind auf dem Be釘rge;

Sanna泊a.weis仇tdu， den man von unserm Garten 

aus im Sonnenscheine so weis sieht. Merke 

gut auf， was ich dir sagen werde. Erinnerst 

du dich noch， wie wir oft nachmittags in 

dem Garten sasen， wie es recht schon war， 

wie die Bienen um uns summten， die Linden 

dufteten und die Sonne von dem Himmel 

schien?" 

“Ja， Konrad， ich erinnere mich." 

“Da sahen wir auch den Berg. Wir sahen， 

wie er so blau war， so blau wie das sanfte 

Firmament， wir sahen den Schnee， der oben 

ist， wenn auch bei uns Sommer war， eine 

Hitze herrschte und die Getreide reif wurden." 

“Ja， Konrad."(勾)

第2は次の通りであり，これは「水町，Jの結びであ

る.

Die Kinder aber werden den Berg nicht 

vergessen und werden ihn jetzt noch ernster 

betrachten， wenn sie in dem Garten sind， 

wenn wie in der Vergangenheit die Sonne 

sehr schon scheint， d巴rLindenbaum duftet， 

die Bienen summen und er so schon und so 

blau wie d羽田anfteFirmament auf sie 

herniederschaut.(24) 

これは第 1の文が再ぴここに繰返されているのにほかな

らない.あの山の上で少年コンラートが妹のザンナに言

った言葉を，シュティフターは，今この物語を結ぶにあ

たって，再ひをここに記しているのである.

ζの第 1と第 2の文の中の， das sanfte Firmarnent 

における sanftは，五感と直接関係した意味において用

いられているのではない.乙のζ とについては，あとで

もう一度ふれる.また dassanfte Firmament につい

ても特別に考えたいが，その前にととで sanftについて

乙れまでに見て来たととをまとめておきたい.

乙れまで見て来たところによると， rクリスマスの前

夜」に用いられていて， r水晶JIC用いられなくなった

sanftは3例あった.そしてそのいずれも，地形的な状

態について述べているもので，人間の五感とは直接関係

しないものであった.

次に「クリスマスの前夜」にも「水晶」にも共に用い

られている sanftは2例あり，触覚と視覚!L:関して用い

られたものであって，五感と直接関係のあるものであっ

た.

最後に， rクリスマスの前夜」にはなくて， r水晶」に

おいてのみ用いられている sanftは4例であるが，その

うちの 1例は地形的な状態について述べられたものであ

り.1例が dassanfte Firmamenfの sanftである.

従ってζの2例は豆感とは直接関係していないものであ

る.残りの 2例は，視覚と聴覚IC関して用いられたもの

で，五感と直接関係のあるものである.

結局， rクリスマスの前夜」において用いられていた

5例の sanftのうち，五感と直接関係のなかった3例は，

すべて「水晶」では用いられなくなり，五感!L:直接関係

した 2例だけが， r水晶」にもひき続き用いられている

乙と !O..る.ーまた「水晶」には sanftは6例あり，その

うち 2例は五感と直接関係のない用法であるが，そのほ

かの 4例は五感と直接関係した意味において用いられて

いる.

「水晶J!L用いられた sanftは，五感に直接関係して

用いられているものが少なくないと言ってもよいのでは

なかろうか.シュティフターカむ dassanfte Gesetz に

ついて語るとき，彼はそのおだやかな法則が，現実!L目

で見，耳で聞きそしてまた触れて感知する乙とのできる

ものとして存在している ζ とを確信していたのに違いな

L、
乙ζで dassanfte Firmament について考えたいと

思う.先に，この sanftは五感と直接関係した意味にお

いて用いられているのではないと述べた.グリムのドイ
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ツ語辞典のSANFTの項lこ，einsanft巴rlenz， winter， 

ein sanfter himmeJ， sanfte luftという用例が挙げら

れている.そこの意味用法の説明は次の通りである.

vun auserhalb des menschen liegendcm， besonders 

von den auf uns einwirkenden naturerscheinun-

gen， naturkraft巴n. 人聞のそとにあるものについて，

殊に我々に作用する自然の諸現象や自然のいろいろな力

についていうのに用いられるこの sanftは，シュティフ

ターの dassanfte Gesetzの sanftIこ近いのではある

まいか. sanft についてこう考え，そして更に，既に見

た如く， das sanfte Firmamentという言葉を含むF結

びの言葉が.前l乙語った言葉を繰返して語っているもの

であることを考えあわせるとき. das sanft巴 Firma-

mentという言葉と，そして結びの言葉全体は， r水
晶」の中で大きな意味を持っていることに気づく.かく

て私は，dassanfte Firmamentはdassanfte Gesetz 

の比除であり， 結びの言葉全体は dassanft巴 Geset-z

の支配する世界の姿であると考えるのである.

結び

子供たちと庭とふりそそぐ日の光と，花咲きかおる菩

提樹ととひとかう蜜蜂と，向こうに見える雪山と，そのす

べての上にひろがる柔和な青空，これらのものを記して

シュティフターは「水晶」の物語を終える.おだやかな

法則は，柔和な空(野)のように美しくあまねく世界をお

おい，我々に働きかけ我々を導ぴく.

おだやかな法則の支配するところ，雪山の 2人の子供

たちは，その分別と本能に従って行動し，生命を安全に

保つ ζ とを得た.物語全体を通して語られる 2人の子供

たちの可憐にしてけなげな行動は感動的である.また子

供たちは「し、わば本能的に憾れ場を求めてJ(26) あるい

て行ったと記されている.

おだやかな法則の支配するところ，村人たちはこぞっ

て2人の子供の救出に参加した.おだやかな法則は，

「すべての人聞は他のすべての人聞にとって一個の宝石

であるゆえに，万人が宝石としてまもられんことを欲す

る法則なのであるJ(27)からである.

おだやかな法則の支配するところ p 自然もまた 2人の

子供たちの生命を安全に守った. rもし自然がその偉大

な力をあらわして 2人をたすけ， 2人の身と心のなか

に，眠りにさかろうことのできる力を呼びおこしてくれ

なかったら， 2人はとうてい眠さにうちかつことはでき

なかったであろう.その誘いの甘さは，あらゆる理窟や

抵抗のおよふ、ところではなかったのだから。J(28) と記さ

れている.また， r風がまるでおこらなかったのがおめ

ぐみなのだ.百年たったって，またとこんなことはあり

っこない，ふしぎな雪降りだった.干し竿から濡れ紐が

ふ‘らさがるようなまっすぐな降りかただった.ちょっと

でも風がおこってみろ，子供たちは助かっていやしな

い。J(加とも記されている.

おだやかな法則は，五感を通して感知できる現実のも

のとして存在し，柔和な青空の如くにあまねく世界をお

おい，人々をみちびく.シュティフターはこう確信し，

この法則をみつけることにつとめたいと願うのである.
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(1) 訳は水晶103~104頁による

(2) 水晶 104頁

(3) SWXVll. 158頁 ゴシック部分原文は隔字体

(4) 水頁 87頁

(5) HA 28~30頁 sanftのゴシック化は筆者. 以

下すべて同じ.

(6) 同上 39~40頁

(7) GW  IV. 220頁

(8) HA 50頁

(9) GW  IV. 237頁

帥 HA 45貰

帥 GW IV. 225頁

同 HA 47頁

制 GW 町.228頁

帥水晶 62頁

MJ 同上 67頁

M) GW  IV. 190頁
帥 HA 12頁

4時水晶 18頁

帥 GW IV. 235頁

側 同 上 236頁

(21) 水晶 76頁

凶同上 76頁

(23) GW  IV. 217頁

凶向上 241頁

回水晶 82頁の訳による.

(26) 向上 54頁

申7) 向上 88頁

凶同上 65~66頁

仰向上 80頁


